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９ 月 は 防 災 月 間
 
 

本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
毎
年
各
地
で
大
雨
に
よ
る
洪
水
や

土
砂
災
害
、
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
を
も
た
ら
す
集
中
豪
雨
は
こ
れ

か
ら
が
警
戒
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
普
段
か
ら
、
家
の
周
り
や
地
域
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
家
族
で
安
全
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

風水害への備えは万全ですか

▲台風６号により床下浸水などの被害が発生しました。

個
別
受
信
機
（
防
災
行
政

無
線
）
と
は
？

　

七
月
十
日
か
ら
十
一
日
に
か

け
て
大
型
で
強
い
台
風
六
号
の
接

近
に
よ
り
、
村
内
で
も
大
雨
が
降

り
床
下
浸
水
や
、
道
路
や
農
地
の

冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
村
で
は
、
降
雨
状
況
や
気
象

の
予
測
等
を
検
討
し
警
報
発
令
と

同
時
に
水
防
本
部
を
設
置
し
警
戒

に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月

十
四
日
の
夕
方
に
は
、
局
地
的
な

大
雨
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
稲
の
収
穫
時
期
を
迎

え
る
た
め
、
風
水
害
に
よ
る
稲
の

倒
伏
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

▲冠
かん

水して倒伏した稲

　

村
で
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
村
民

の
み
な
さ
ん
に
警
報
や
避
難
勧
告

等
の
伝
達
、
災
害
現
場
か
ら
の
情

報
収
集
や
指
示
伝
達
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推
進
を
図
る
べ

く
村
広
報
活
動
の
情
報
伝
達
等
を

行
う
た
め
、
全
世
帯
に
防
災
行
政

無
線
（
個
別
受
信
機
）
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
企
画
調
整
課
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

　

こ
の
個
別
受
信
機
は
、
村
防
災

行
政
無
線
（
固
定
型
シ
ス
テ
ム
）

の
60
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
超
短
波
を
屋

内
で
受
信
す
る
も
の
で
す
。
親
局

と
な
る
送
信
所
（
村
）
か
ら
の
放

送
が
、
家
庭
に
い
な
が
ら
に
し
て

受
信
し
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
特　

徴

・
村
か
ら
の
緊
急
放
送
を
受
信
し

 

台
風
六
号
が
襲
来
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９ 月 は 防 災 月 間

家
の
周
り
や
地
域
の
危
険

箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

　

大
雨
や
台
風
が
あ
っ
た
と
き
、

あ
な
た
の
家
の
周
り
は
安
全
で
す

か
。
近
く
の
川
の
洪
水
や
崖
崩
れ

な
ど
の
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
の
周
り
や
近
所
を
見
回
し
て
、

危
険
な
箇
所
は
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
宅

周
辺
で
は
、
窓
や
屋
根
、
雨
ど
い

や
側
溝
、
擁
壁
な
ど
を
点
検
し
、

壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ら
早
め
に
修
理
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。    

避
難
場
所
や
避
難
方
法

を
話
し
合
っ
て
お
く

気
象
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
指
定
さ

れ
た
避
難
場
所
が
あ
る
の
で
、
実

際
に
家
か
ら
歩
い
て
み
て
場
所
や

所
要
時
間
な
ど
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
子
供
、
病
人
、
体
の

不
自
由
な
人
が
い
る
場
合
は
、
地

域
の
人
た
ち
が
手
伝
っ
て
避
難
活

動
を
行
え
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

協
力
体
制
を
築
い
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
す
。
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認

し
て
下
さ
い
。　

　

大
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
や

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
と
き
な
ど

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
浸
水
に
備
え
て
家
財

道
具
は
安
全
な
場
所
へ
置
き
、
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
も
の
を
備

（
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
）

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
「
緊
急
連

絡
カ
ー
ド
」
を
家
族
で
作
り
、
携

帯
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お

き
た
い
も
の

（
非
常
持
ち
出
し
袋
）

　

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
、

現
金
、
通
帳
、
救
急
用
品
、
水
、

衣
類
な
ど　

風水害への備えは万全ですか

▲常時、目の届く場所に

置いてください。

次
の
点
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

象
注
意
報
・
警
報
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な

ど
の
災
害
予
想
の
情
報
が
提
供
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
な
ど
に
危
険
が

迫
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告
や
指
示

が
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

▲防災ハンドブックについている

緊急時の連絡カード

え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
地

震
災
害
時
の

備
え
に
も
な

り
ま
す
。

　

自
分
の
名
前
や
住
所
、
生
年
月

日
、
血
液
型
、
家
族
と
の
緊
急
連

防災ハンドブック

た
場
合
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
位
置

に
関
係
な
く
最
大
音
量
に
な
り
ま

す
。（
８
・
27
災
害
時
の
よ
う
な

時
に
使
用
）

・
停
電
時
に
は
、
自
動
的
に
乾
電

池
（
単
２
形
４
本
）
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
乾
電
池
が
消
耗
し
た
場

合
は
、
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、
乾

電
池
の
電
圧
レ
ベ
ル
低
下
を
表
示

し
ま
す
。

・
万
一
の
場
合
に
も
電
源
の
確
保

が
容
易
に
で
き
、
ま
た
、
本
体
は

シ
ョ
ル
ダ
ー
型
ス
ト
ラ
ッ
プ
内
蔵

で
屋
外
持
ち
運
び
も
可
能
で
す
。

・
電
源
コ
ー
ド
の
長
さ
は
４
ｍ
、

電
気
料
は
月
額
約
50
円
で
す
。

▲迅速、的確な情報伝達手段となる個別受信機
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９月中旬～下旬、住民票コードを通知します。

住民基本台帳ネットワーク
システムが稼働！

住民基本台帳ネットワーク
システムが稼働！

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
民
票
に

記
載
さ
れ
た
内
容
を
全
国
規
模
で
効
率
的
に
確
認
で
き
る

『
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住

基
ネ
ッ
ト
」
）』
が
整
備
さ
れ
、
本
年
八
月
五
日
か
ら
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
始
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
情
報
が
入
っ

た
全
国
の
市
町
村
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
専
用
回
線
で
つ
な
ぐ
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え

て
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
し
く
み
で
す
。

①
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
住
民

基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
の

処
理

　

住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
、
全

国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
転
出
と
転
入
の

届
出
を
転
入
す
る
市
町
村
で
一
括

し
て
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

②
国
の
行
政
機
関
等
に
対
す
る
本

人
確
認
情
報
の
提
供

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
て
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
・
住
民
票
コ
ー
ド
等
の
本
人

確
認
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
票

の
写
し
の
添
付
等
が
省
略
可
能
と

『住民基本台帳ネットワークシステム概要図』

国の行政機関等

指定情報処理機関

（財）地方自治情報センター福島県

西郷村

他の市町村

民間部門

利用禁止

法律上の根拠が必要

目的外利用禁止

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

送られる情報（本人確認）

①氏名　②生年月日　③性別　④住所

⑤住民票コード　　　　　　　　　　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
と
は

な
り
ま
す
。

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
活
用

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
個
人
情
報

等
を
記
憶
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

IC
カ
ー
ド
で
、
市
町
村
に
申
請
す

る
こ
と
で
交
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
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こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

り
、
住
民
と
行
政
と
の
両
方
に

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
ま

す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
当
た
っ

て
は
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る

た
め
、
専
用
回
線
を
用
い
た
個

人
情
報
の
送
信
、
IC
カ
ー
ド
や
パ

ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
操
作
者
の
確
認

等
、
運
用
面
、
技
術
面
か
ら
万
全

な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
上
国
の
行
政
機

関
な
ど
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
目
的
以
外
に
は
こ
の
情
報
を
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●お問い合わせは……

　住民生活課　住民係

☎ 25-1114

●
平
成
14
年
８
月
以
降

●
平
成
15
年
８
月
実
施
予
定

ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
と
き
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

村
が
発
行
す
る
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
IC
カ
ー
ド
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
を

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

メ
リ
ッ
ト

個
人
情
報
の
保
護

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
無
作
為
に
選

ん
だ
11
桁
の
番
号
を
、
一
人
ひ
と

り
の
住
民
票
に
記
載
す
る
も
の
で

す
。
住
基
ネ
ッ
ト
運
営
の
た
め
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

皆
さ
ん
の
『
住
民
票
コ
ー
ド
』
を
、

各
世
帯
主
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
た
『
住
民
票

コ
ー
ド
』
は
、
皆
さ
ん
の
大
事
な

個
人
情
報
で
す
。
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
全
国
ど
こ
の
市
町
村
か
ら
で

も
、
本
人
や
世
帯
員
の
住
民

票
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
の
四
情
報
の
み
）
の
写

し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
効
率

化
さ
れ
ま
す
。

▼
恩
給
・
年
金
な
ど
の
現
状
説

明
、
各
種
資
格
の
申
請
時
に

「
住
民
票
の
写
し
」
の
添
付
が

省
略
で
き
ま
す
。

▼
災
害
時
な
ど
に
、
市
町
村
の

住
民
基
本
台
帳
を
保
管
す
る

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
な
お
、

住
民
票
の
広
域
交
付
の
サ
ー

　　　▲９月中旬以降、各家庭に通知されます。

見
本
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第 45 回福島県中学校体育大会

　

激
戦
の
県
南
大
会
（
25
チ
ー
ム
参
加
）
を
制
し
た

西
一
中
野
球
部
は
、
勢
い
そ
の
ま
ま
県
大
会
に
臨

み
、
見
事
部
創
設
以
来
初
と
な
る
優
勝
を
逆
転
で
つ

か
み
ま
し
た
。

　

ど
の
試
合
も
、
西
一
中
の
粘
り
が
光
っ
た
試
合

で
、
準
決
勝
（
磐
崎
中
）
戦
で
は
、
打
線
が
奪
っ

た
１
点
を
野
手
全
員
で
守
り
き
っ
た
試
合
。
決
勝
戦

　

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
32

チ
ー
ム
が
東
北
、
全
国
大
会
の
切

符
を
か
け
て
望
ん
だ
県
大
会
。
ベ

ス
ト
４
ま
で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。

決
勝
は
リ
ー
グ
戦
で
戦
い
、
接
戦

の
中
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し

見
事
頂
点
に
た
ち
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
北
大
会
で
は
善
戦
し

た
も
の
の
全
国
大
会
出
場
に
は
手

が
届
か
ず
第
三
位
と
い
う
成
績
に

終
わ
り
ま
し
た
。
来
年
は
是
非
東

北
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に

出
場
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

西一中野球部悲願の初優勝

男
子
団
体
は
11
年
ぶ
り

は
、
初
優
勝
を
か
け
福
島

二
中
と
戦
い
、
０
対
２
で

リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
試
合

を
逆
転
し
、
５
対
２
で
制

し
ま
し
た
。
試
合
終
了
後

の
選
手
た
ち
は
、
緊
張
の

顔
が
満
面
の
笑
み
に
変
わ

り
、
初
優
勝
の
実
感
を
噛

み
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
八
日
か
ら
行
わ
れ

た
東
北
大
会
（
青
森
県
で

開
催
）
で
は
「
初
戦
突
破
」

と
「
悔
い
の
残
ら
な
い
試

合
」
を
目
標
に
、
苦
戦
を

強
い
ら
れ
な
が
ら
も
雨
の

中
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
価

　〈７月９日～２４日〉 

　

七
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
惜

し
く
も
第
二
位
に
な
っ
た
西
一
中

小
山
君
が
、
東
北
大
会
で
も
第
二

位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
で
は
１
㍍
83
を
跳
び

自
己
記
録
を
４
セ
ン
チ
も
更
新
し

ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
は
逃
し

値
あ
る
一
勝
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後

の
夏
。
貴
重
な
経
験
と
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
、二
年
生
は
先
輩
が
果
た
せ

な
か
っ
た
東
北
大
会
優
勝
を
目
標

に
、
は
や
く
も
練
習
を
再
開
し
て

い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
山
郁
也
君
、
東
北
大
会
で
も
準
Ｖ

～
陸
上
競
技
男
子
走
り
高
跳
び
～

▲佐藤村長より激励

▲県大会に出場した西一中の生徒

ま
し
た
が
一
歩
一
歩
着
実
に
記
録

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

──◇───◇───◇───◇───◇───◇───◇───◇───◇───◇───◇──

心

技

体
暑
さ
に
負
け
ず
熱
き
戦
い
の
軌
跡

▼
県
大
会

　

一
回
戦　

対
三
春
中　
　

２
対
１

　

二
回
戦　

対
野
田
中　
　

６
対
３

　

準
決
勝　

対
磐
崎
中　
　

１
対
０

　

決　

勝　

対
福
島
二
中　

５
対
２

▼
東
北
大
会

　

一
回
戦　

対
山
目
中　
　

２
対
１

　

二
回
戦　

対
天
童
三
中　
　

１
対
４

▼
県
大
会　
　

１
㍍
74　
　

第
２
位

▼
東
北
大
会　

１
㍍
83　
　

第
２
位

▼
県
大
会

　
〈
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

　

一
回
戦　

対
喜
多
方
一
中　

３
対
０

　

二
回
戦　

対
郡
山
一
中　

２
対
１

　
〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

　

第
一
試
合　

対
好
間
中　

３
対
０

　

第
二
試
合　

対
三
和
中　

２
対
１

　

第
三
試
合　

対
東
和
中　

２
対
１

▼
東
北
大
会

○
団
体

　
〈
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

　

一
回
戦　

対
秋
田
南
中　

２
対
１

　

二
回
戦　

対
岩
手
中
野
中　

２
対
１

　
〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

　

第
一
試
合　

対
鶴
岡
中　

１
対
２

○
個
人　

富
永
・
金
田
組

　

一
回
戦　

対
秋
田
田
代
中　

４
対
２

　

二
回
戦　

対
岩
手
見
前
中　

１
対
４

11
回
目
の
優
勝

大
会
の
成
績

大
会
の
成
績

大
会
の
成
績
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利用者が１万人を突破
　

八
月
一
日
で
開
設
一
周
年
を
迎
え
た
高
速
バ
ス
停
留
所
「
西
郷
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
」。

利
用
者
数
も
当
初
の
予
想
を
上
回
る
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
県
南
地
方
か
ら
首
都
圏
へ

▲ますます好評！　高速バス

西
郷
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
開
設
か
ら
一
年

時　刻　表
上り（新宿駅新南口行）

西郷ＢＳ 王子駅

（降車）

池袋三越裏

（降車）

新宿駅

新南口
　 ７：４７  １０：０７  １０：１７  １０：４７
   ８：１０  １０：３５  １０：４５  １１：１５
   ８：４７  １１：０７  １１：１７  １１：４７
   ９：４７  １２：０７  １２：１７  １２：４７

 １０：４７  １３：０７  １３：１７  １３：４７
 １１：４７  １４：０７  １４：１７  １４：４７
 １３：２７  １５：４７  １５：５７  １６：２７
 １７：１７  １９：３７  １９：４７  ２０：１７
 １８：１７  ２１：３７  ２１：４７  ２２：１７

下り（新宿駅新南口発）
新宿駅新南口 池袋三越裏 王子駅 西郷ＢＳ

 　８：００ →  １１：００
 １０：００ →  １３：００
 １３：００ →  １６：００
 １４：００ →  １７：００
 １４：５０ →  １７：５０
 １６：００ →  １９：００
 １７：１０ →  ２０：１０
 １８：３０ →  ２１：３０
 １９：３０ →  ２２：３０

※下りの池袋三越裏、王子駅は降車できません。

道路状況により、多少遅れることがあります。

　

自
家
用
車
で
ご
利
用
の
方
に

は
、
上
新
田
萱
場
地
内
に
専
用

の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
上
り
線
側
停
留
所
の

階
段
前
に
公
園
利
用
者
の
駐
車

場
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
駐

車
場
は
バ
ス
の
利
用
者
も
駐
車

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

路
上
駐
車
・
迷
惑
駐
車
等

は
、
付
近
の
方
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆

利
用
方
法◆

▲新設された駐車場

切り取ってお使いください

の
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

当
初
は
往
復
六
便
で
運
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
か
ら

は
往
復
九
便
に
増
便
さ
れ
、
今
年

五
月
の
連
休
中
に
は
、
利
用
者
が

一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

月
に
千
百
人
前
後
の
利
用
が
あ

る
た
め
、
今
後
は
、
さ
ら
に
増
便

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
足
と
し
て

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
北
自
動
車
道
・
高
速
バ
ス
停
留
所

乗
車
券
の
購
入
先

　

○
福
島
交
通
各
営
業
所

　

○
Ｊ
Ｒ
各
駅
の
み
ど
り
の
窓
口

　

○
主
な
旅
行
会
社

　

座
席
は
全
て
指
定
席
で
、
一

ヶ
月
前
か
ら
購
入
可
能
で
す
。

　

バ
ス
の
中
は
禁
煙
で
す
。

乗
車
料
金
（
子
供
は
半
額
）

　

○
片
道　

三
、四
〇
〇
円

　

○
往
復　

六
、一
〇
〇
円

◆

駐
車
場◆



災害救助犬を育成

　国内外の災害で救助犬を派遣しているジャパ

ンケネルクラブで、建設を進めていた国内最大

級の災害救助犬訓練施設が、芝原地区にこのた

び完成しました。 施設内には、地上 3 階建の倒

壊ビルや 540 トンの瓦礫を使用した倒壊家屋

などが再現されました。

　この日の模範訓練では、シェパードなど 3

匹による実演が行われ、倒壊家屋や瓦礫の中か

ら被害者の臭いを嗅ぎ取り、救助員に吠えて知

らせる訓練などが披露されました。

行ってみました堀川ダム

　森と湖に親しむ週間にちなんで「行ってみよ

う！堀川ダム」の見学会が開催されました。

　ダムは阿武隈川支流の堀川の洪水調節、白河

地方水道用水供給企業団への水道用水供給を目

的に平成 12 年に完成したロックフィルダムで

す。この日は、ダム管理所の操作室やダムの地

下を通る検査用トンネルが公開されました。広

場では、工事完成までの写真が展示され、ダム

放水路付近ではニジマスつかみが行われ、家族

連れなど約 500 人がイベントを楽しみました。

三世代でゲートボール

　第 15 回国民健康保険杯三世代ゲートボール

大会が追原の村営ゲートボール場で開かれまし

た。この大会は 16 チーム 96 名（最年少９歳、

最年長 96 歳）が出場し、世代を越えて親睦を

深めました。

　小学生らは、お年寄りの指導を受けながら真

剣な表情でゲームをすすめ、高齢者は熟練の技

術で見事なスティックさばきを披露していまし

た。成績は真船Ｂチームが優勝、上羽太チーム

が準優勝、友の会チームと真船Ａチームがそれ

ぞれ３位に入賞しました。



４４チームが交流

　第８回西郷ミニバスケットボール大会が村民

体育館をメイン会場として開催されました。開

会式では、会長あいさつに続き、原大輔君（小

田倉）、若林里美さん（羽太）が歓迎の言葉を

述べました。

　この大会は県内最大規模で、県内外から強豪

44 チーム、約 600 人の選手が参加し、試合を

とおして交流を図りました。

　その激戦の中、地元の小田倉が３位に入る健

闘をみせました。

美しくきれいな村に

　観光客や帰省客を美しくきれいな村で迎えよ

うとこの日、白河西郷シルバー人材センターの

会員 36 名が新白河駅から国道４号まで、草と

りや剪定を行いました。

　いつもの年より草が多く、炎天下の中１本１

本丁寧に、汗を流しながら取っていました。

　また、老人クラブ連合会でも去る７月 31 日

（水）に役場周辺で花いっぱい運動の一環とし

て奉仕作業を行いました。朝早くから総勢２７

名で、花植えや草とりを行いました。

目のさめる運動

　夏休み、お盆時期の交通事故をなくすため、

稗返地区にある国道４号線検問所で、目のさ

める運動を実施しました。これは、西郷村交通

対策協議会の事業のひとつで毎年行われていま

す。今年は交通安全母の会や防犯連絡協議会の

人たちによる梅干しやだるまのプレゼントを用

意し、ドライバーに安全運転を呼びかけていま

した。

　また、白河警察署から交通課長をはじめ、交

通安全街頭指導員の鷲頭恵美子さん、鈴木久美

さんも参加し、シートベルト等の指導にあたり

ました。
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西郷村役場　 ２５－１１１１（代表）

村営「高原大橋月極駐車場」募集中

　新白河駅前周辺に駐車場をお探しの方は、村営の
駐車場「高原大橋月極駐車場」を利用しませんか？
　高架橋の真下にあり、新白河駅高原口まで徒歩２
分。個人・会社・企業等で是非ご利用ください。

●所在地　西郷村字道南西 125
●使用料　月 6,000 円／台
■申込・問合せ　都市計画課　　　☎ 25-1117

西郷村行政に関する「村民の声」箱の設置について

　村では、行政サービスの一環として、村内各郵便
局の協力を得て行政に関する意見・要望等について

「村民の声」箱を役場庁舎窓口と村内３ヶ所の郵便局
に設置しました。
　意見、要望等がありましたら下記備え付けの用紙
に記入の上「村民の声」箱に投函してください。
●設置場所　役場庁舎窓口及び村内各郵便局
　　　　　（西郷・川谷・磐城熊倉）
■問 合 せ　総務課
　　　　　　　☎ 25-1112
　　　　　　磐城熊倉郵便局
　　　　　　　☎ 25-2120

花でいっぱい！　甲子高原

　日光国立公園内、国道 289 号線沿いの緑地帯や花
壇、また木製のフラワーポットに花の苗が植えられ、
甲子高原を訪れる人々を歓迎しています。

　この事業は、宝くじ普及広報事業の一環として行
われているコミュニティ助成事業を受け、実施した
ものです。

羽太グリーンタウン分譲のご案内

　羽太グリーンタウン第１期『145 区画』ただ今先
着順で分譲申込みを受け付けております。

区分 分譲概要 申込者条件
一般分譲 ・115 区画

・平均坪単価約６万５千円

・平均坪数約 92 坪

・原則として、自らの住宅を

　建築するために宅地を必要

　とする方
特別分譲 ・30 区画

・平均坪単価約 6 万 1 千円

・平均坪数約 78 坪

・自ら居住する住宅を建設す

　る宅地を必要としている方

・契約してから２年以内に住

　宅を建設し、自ら居住する

　方

・原則として、小学生以下の

   子を養育されている方

■申込・問合せ先

　都市計画課　☎ 25-1117

　　　　　統計で働く姿を見つめよう

　平成 14 年 10 月１日　現在で

　就業構造基本調査を実施します

　調査の対象となった世帯には、統計調査員が伺い
　ますので、ご協力をお願いします。

総務省統計局・福島県・西郷村
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精神保健福祉ボランティア講座のお知らせ

　心の病などのために人と交流したり、外出したり
することが苦手な方がいます。
　この講座では、そのような方々と接しながら、人
とのつながりを広げ、地域での生活を豊かにするた
めのお手伝いをしてくださるボランティアを養成し
ます。
●日　　時　10 月 2 日㈬・7日㈪
　　　　　　午後 1時 30 分～ 4 時 30 分
●会　　場　ホテルサンルート白河
●対 象 者　県南地区にお住まいの方で、精神保健
福祉に関心があり、精神障害者への支援をしたい
など、ボランティア活動を希望する方。

　原則として、２日間通して受講できる方。
●申込方法　電話又はファックスで氏名・住所・電
話番号を下記までご連絡ください。

●申込締切　平成 14 年 9 月 30 日㈪
●申込・問合せ先

　県南保健事務所
　保健福祉グループ障害者支援チーム
　☎ 23-1532　　FAX　23-1543

INFORMATION

住宅金融公庫からのお知らせ

　住宅金融公庫の住宅ローンをご返済中で、最近の
不況に伴う失業や収入の減少などで返済にお困りの
方に対しましては、次のような返済方法の変更を実
施しています。
　①返済期間の延長（最長１０年）
　②元金据置期間の延長（最長３年）
　③元金据置期間中の金利引下げ
　お取り扱い期限は平成１５年３月末までです。
　詳細については、住宅金融公庫東北支店（☎
022-227-5003）または現在ご返済中の金融機関まで
お問い合わせください。　

飼い犬のしつけ方教室のお知らせ

●日　時　平成 14 年度第 2回
　　　　　講義：平成 14 年 9 月 19 日㈭
　　　　　実技：平成 14 年 9 月 26 日㈭
　　　　　　午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
●場　所　福島県県南保健事務所　棚倉支所
　　　　　２階会議室
●お願い　①実技のみの参加はご遠慮ください。
　　　　　　必ず講義から参加してください。
　　　　　　（年に３回ずつ行っています。）
　　　　　②実技に一度に多数の参加者が集まると
　　　　　　犬も多くなり危険ですので、必ず前日
　　　　　　までにお電話ください。
■問合せ　福島県県南保健事務所
　　　　　　白河市郭内 127
　　　　　　☎ 22-5487
　　　　　棚倉支所
　　　　　　棚倉町大字棚倉字城跡 34-1
　　　　　　☎ 0247-33-2241

お米も JAS 法に基づく品質表示です

お米の表示を見直しました。

①原料の使用割合が 50%以上の
場合は、その産地・品種名の
明記と「ブレンド」の文字を
他の文字と同程度以上の大き
さで表示

②原料の使用割合が 50% 未満の場合は、その「使用
割合」を産地・品種名の文字と同程度以上の大き
さで表示

【　一　括　表　示　欄　】

　JAS 法によりお米を販売する全ての販売業者（消費
者に直接米を販売する生産者も含みます。）は、下の
ような一括表示を行う義務を負います。

●問合せ

　農政課　☎ 25-1116
　農林水産省仙台食糧事務所白河支所
　　白河市字旭町 1-242　☎ 22-1241 ～ 1242

○
○
県
産

　

△
△
ひ
か
り

　
　

ブ
レ
ン
ド

□
□
県
産

　

コ
シ
ヒ
カ
リ

30％

名 称 精　　　米

原 料 玄 米

産　　地 品　　種 産　　年 使 用 割 合

複数原料米

 国内産　　　　　　　　　　　　１００％

 　○○県△△ひかり　　１４　　　７０％

 　□□県コシヒカリ　　１４　　　３０％

内　容　量 5kg

精米年月日 ○年○月○日

販 売 者

　○○米穀　株式会社

　△□県○△□市○△□町１２３４

　TEL ○○○（△△△）××××
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INFORMATION

ひにち 行　　　　事
９/1 （日）

2（月）

3（火）パパとママの子育て講座（２ヶ月児）（保健福祉センター 9:30）
4（水）

5（木）

6（金）敬老会（熊倉小 10:00）
7（土）

8（日）

9（月）

10（火）12 ～ 13 ヶ月児健康相談（保健福祉センター 9:30）

心配ごと相談会（保健福祉センター 13:00）
11（水）

12（木）第４４回西白河中学校駅伝競走大会　9:30 女子　11:00 男子

母子手帳交付・健康相談（保健福祉センター 13:00）
13（金）

14（土）村立西郷幼稚園運動会（村立西郷幼稚園 9:00）

川谷小中学校合同秋季大運動会（川谷小中学校校庭 8:15）
15（日）まきば保育園運動会（まきば保育園 9:00）
16（月）敬老の日
17（火）家庭劇場「とべないホタル」（文化センター 13:30）
18（水）４ヶ月児健康診査（保健福祉センター 13:00）
19（木）

20（金）鼓笛パレード【小田倉小】
21（土）みずほ保育園運動会（みずほ保育園 9:00）
22（日）

23（月）秋分の日

村民登山大会（安達太良山）
24（火）

25（水）子宮ガン・乳ガン検診（保健福祉センター）

心配ごと特別相談会

（保健福祉センター 13:00）

西白河郡市

中学校新人戦
26（木）母子手帳交付・健康相談

（保健福祉センター 13:00）
27（金）鼓笛パレード【羽太小】

第 11 回　菊地清人杯ゲートボール大会

（追原ゲートボール場 9:00）

28（土）

29（日）

30（月） ◎
西
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

▼
小
針
徳
一
さ
ん　
　
　
【
米
】

　
（
七
月
十
八
日
、
故
小
針
ス
イ

氏
の
遺
志
と
し
て
）

五
○
、
○
○
○
円

●
善
意 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

※　あくまでも予定ですので変更になる場合があります。

9.  8 内藤歯科クリニック（白河市）☎ 22-7252
9.15 国 井 歯 科 医 院（西郷村）☎ 31-2580
9.16 吉田歯科クリニック（中島村）☎ 51-1661
9.22 青 村 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-0671
9.23 赤 沼 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2004
9.29 安 部 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1123

道路行政全般についての意見募集

　道路に対する住民の皆さんのニーズが多様化して
いくなか、県では、より一層の効果的・効率的な「道
づくり」を進めていくため、新たな道路計画を策定
する予定です。
　この計画の策定にあたり、道路行政で重点的に取
り組むべき課題や、道路事業についての要望など、
道路行政全般について広く皆さんの意見を募集して
います。
　現在、計画策定のための懇談会を開催しており、そ
の内容や資料をホームページで公開していますので、
ご覧いただきご意見をお寄せください。

■問合せ

　○建設課　☎ 25-1118
　○県庁道路建設課
　　〒 960-8670　福島市杉妻町 2-16
　　　☎　024-521-7471
　　　FAX　024-521-7959
　　　ホームページアドレス
　　　http://www.pref.fukushima.jp/douken/index.htm

９月の行事予定表

－ 今 月 の 納 税 －

国民健康保険税（第３期）

介 護 保 険 料（第３期）

９月 3 ０日（月）までにお納めください。

～納税は便利な口座振替で～

歯科医師会休日当番日
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シ
ェ
イ
プ 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

○
代
表
者　

木
村
洋
子　
　
　

☎
二
五
─
〇
五
四
八

○
活
動
日　

毎
週
金
曜
日　

午
後
七
時
～
九
時

○
場　

所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

第
一
研
修
室

　

私
た
ち
シ
ェ
イ
プ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
加
藤
先
生
の

も
と
、
昭
和
六
十
一
年
に
発
足
し
て
十
六
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
い
汗
か
い
て
い
ま
す
。

　
『
幸
せ
は
自
分
で
つ
く

る
も
の
』。
笑
っ
て
、語
っ

て
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、

学
ん
だ
り
し
て
、
身
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！　

そ
ん
な
仲
間
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

新
入
会
員
歓
迎
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
度
見
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
木
村
洋
子
・
記
）

◇プロフィール

☆児玉　利彦さん

☆大正 10 年 6 月 27 日生（81 歳）

☆熊倉字折口原 103 － 6

☆趣味　「俳句」、「水墨画」

◇健康の秘訣

　物事を前向きに考え、積極的に取り組

むことです。今はパソコンにチャレンジ

してます。

◇思い出

　日本国有鉄道技術研究所勤務時に、

広報担当として、昭和 39 年の東海道

新幹線開業までの撮影、ＰＲ，広報活

動に携わったことです。

 

サ
ー
ク
ル

紹
介
⑯

◇大切なもの

　思い出がたくさん詰まった東海道新幹線第１号の試験

台車のプレートです。



書

詩

「
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
て
い
る
友
達
」

 

「
新
し
い
気
持
ち
」

「
笛
」

熊
倉
小
学
校
六
年

　

髙　

橋　

さ　

ゆ　

り

　

上
下
の
バ
ラ
ン
ス
が
上
手
に
と
れ
て
い
ま
す
。
筆

づ
か
い
も
丁
寧
で
す
。
書
写
の
と
き
の
姿
勢
や
瞳
の

輝
き
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
愛
さ
ん
で
す
。

熊
倉
小
学
校
四
年

　
　
　

吉　

成　

誠　

一

図
画

六
年
生
に
な
る
と
思
う
と

新
し
い
気
持
ち
に
な
る

今
ま
で
と
ち
が
っ
て

最
高
学
年
に
な
る
か
ら
だ

六
年
生
に
な
っ
た
ら

ま
た
新
し
い
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う

今
ま
で
は

「
六
年
生
な
ん
か
め
ん
ど
く
さ
い
。」

と
思
っ
て
た
け
ど

六
年
生
に
な
っ
て
自
信
が
持
て
た

六
年
生
に
な
っ
た
ら

も
っ
と
自
信
を
持
ち

が
ん
ば
り
た
い

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

担
任
の
吉
澤
哲
則
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
小
出
文
恵
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
木
村
正
一
先
生
か
ら
一
言 

熊
倉
小
学
校
五
年

　
　
　

田　

浦　
　
　

愛

人口と世帯数（8月 1日現在）人口 18,974 人（前月比 +39）男 9,512 人（+17）女 9,462 人（+22）世帯数 5,748 戸（+14）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

 ア ド レ ス　http://www.vill .nishigo.fukushima.jp/　　　　　E-mail: kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

広報に掲載した写真を差し上げます。（広報広聴係・内線３２５） 印 刷 ・ （ 有 ） 古 楓 堂 堀 川 印 刷 所

　

こ
の
詩
の
と
お
り
、
六
年
生
に
な
っ
て
ま
た
新
し

い
自
分
の
存
在
に
気
づ
き
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
く
だ
さ

い
。

　

筆
ペ
ン
を
使
い
、
休
み
時
間
に
楽
し
く
遊
ん
で
い

る
友
達
を
描
き
ま
し
た
。
友
達
を
じ
っ
く
り
見
て
、

筆
ペ
ン
を
上
手
に
使
っ
て
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


